













Three years of television records of the earthquake and 




 Soon four years will have passed since the Great East Japan Earthquake. Over this period, 
television has produced various news reports, documentaries, and other programming depicting the 
course of development of the earthquake and nuclear power plant accident. But few studies have analyzed 
these programs over a long time span. In light of this situation, this paper considers how television has 
recorded the earthquake and nuclear power plant accident over the three and one-half years since the 
disaster struck, particularly over the roughly three-year period from August 1, 2011, half a year after the 
earthquake, through August 31, 2014.
 First, we analyzed metadata on these programs to examine what television reported on in 
communicating information on the earthquake and nuclear power plant accident over these three years and 
to analyze changes in regions reported on and in the content of such reporting. We analyzed what kinds 
of changes occurred when restricting the sample by region. Then, focusing on programs that reported on 
the city of Minamisoma, which saw enormous loss of life due to the tsunami and even now feels the effects 
of the nuclear power plant accident, we used metadata and actual images to examine how the story was 
covered over this three-year period. 
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2011 年 8 月 1 日から 2014 年 8 月 31 日までのおよそ 3 年間、テレビがどのように「震災」「原発」を記録して
きたのかを考えていく。
　まず番組に関する「メタデータ」の分析から、この 3 年間テレビが「震災」や「原発」を伝えるなかで「何を」

















































行われている（DAYS JAPAN 編集部 , 2012 遠
藤 , 2012 伊藤 , 2012 日本災害情報学会デジタル
放送研究会 , 2013 2014 など）。またこうした報
道における対象地域毎の報道量や、発言内容な
どを分析したものもみられる（田中・原 , 2011 
2012, 三浦 , 2012 目黒・沼田 , 2014 など）。し
かし震災や原発事故のテレビ報道に関する分析
は、発災から 3 日、あるいは 1 週間から 10 日程
度を対象としたものが多く、長期的なスパンで
分析を行った研究は非常に限られている（松山 , 







































連番組の収集を行ってきた。さらに 2011 年の 8




て幅広く収集、蓄積してきた。2014 年 12 月時
点で、収集した番組は外部保存先である DVD や
ブルーレイディスクが 1000 枚以上となっている。
さらに SPIDER PRO で収集した番組だけでも
2TB ～ 3TB 容量のハードディスクに 4 台収めら
れている 3）。





























図 1　SPIDER PRO メタデータ例


















　分析を行った 2011 年 8 月 1 日から 2014 年 8
月 31 日の 3 年 1 か月のなかで、「震災」「原発」
という言葉が含まれていた番組およびコーナーの
総数は、「震災」番組が 5,581 番組、「震災」コー
















働が問題となった 2012 年 7 月や、衆院解散総選



















もとにそれぞれ 6 時間ごとに 4 区分し、放送時間
帯別の推移をみたものである。やや単純化して区
分における番組の特徴を説明すれば、「朝」（2 時
～ 8 時）は朝の情報番組、「昼」（8 時～ 14 時）
はワイドショー、「夕方」（14 時～ 20 時）は夕方























め「夜」との差が顕著であったのは 2012 年 5 月
頃までであり、その後は時間帯別のコーナー数の





























語句の上位 30 語である 5）。表左の「震災」には「宮
城」（3 位）、「東京」（4 位）、「福島」（7 位）といっ
た地名のほか、「被災」（5 位）、「復興」（6 位）、「津波」









が 36 位、「月」が 40 位）ことから、震災報道で
より年月への言及が繰り返されていたことがわか
図 4 　「原発」の時間帯別コーナー数の推移













 　次に 2011 年 9 月から半年ごとに時期区分をも
うけ、「震災」「原発」の頻出語について対応分析
を行ったものをもとに、それぞれの頻用語句の特




表 1　 「震災」「原発」の頻出語句 30 語
 
抽出語 出現回数 抽出語 出現回数
東日本大震災 65547 1 原発 74722
震災 43639 2 福島 45580
宮城 29381 3 事故 36719
東京 27997 4 福島第一原発 36179
被災 26874 5 東京電力 26139
復興 24343 6 東京 24439
福島 24340 7 原子力 22640
年 21775 8 民主党 18801
岩手 19586 9 委員 17371
津波 19069 10 字 16877
地震 15874 11 水 16579
行う 15454 12 日本 14378
話す 14430 13 汚染 13641
月 14272 14 双葉 13556
日本 11561 15 首相 12922
人 11445 16 安全 12421
避難 11010 17 大熊 12209
石巻 10266 18 千代田 12142
支援 10097 19 規制 11865
原発 9920 20 大字 11679
被害 9809 21 稼働 11481
語る 9115 22 行う 11146
事故 8077 23 野田 10923
民主党 7972 24 問題 10606
仙台 7846 25 夫沢 10570
街 7666 26 北原 10566
受ける 7511 27 話す 10380
番組 7454 28 避難 10260
前 7428 29 大飯原発 9982







































や上方に 2011 年 9 月から 2012 年 2 月の区分が
あり、そこから左に向かうと 2012 年 3 月から 8
月が、さらに 2012 年 9 月から 2013 年 2 月は下
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テレビが記録した「震災」「原発」の 3年



















となったのもこの時期である。また 2013 年 9 月

































表 2　 「震災」「原発」都道府県名の出現数（上位 30）
 
都道府県 出現回数 都道府県 出現回数
東京都 13437 1 福島県 22409
宮城県 13016 2 東京都 16523
福島県 10111 3 福井県 8139
岩手県 8589 4 北海道 3029
兵庫県 2327 5 新潟県 2593
千葉県 2308 6 大阪府 2191
茨城県 2143 7 茨城県 1673
北海道 2075 8 宮城県 1416
神奈川県 1498 9 千葉県 1029
埼玉県 1061 10 佐賀県 881
大阪府 804 11 滋賀県 879
青森県 748 12 鹿児島県 851
新潟県 710 13 福岡県 797
静岡県 683 14 青森県 769
栃木県 597 15 愛媛県 748
愛知県 559 16 埼玉県 747
群馬県 484 17 静岡県 695
京都府 439 18 栃木県 669
福井県 345 19 岩手県 560
長野県 344 20 神奈川県 498
沖縄県 341 21 京都府 494
福岡県 299 22 愛知県 371
高知県 283 23 石川県 337
山形県 261 24 沖縄県 301
三重県 222 25 群馬県 288
広島県 209 26 富山県 268
和歌山県 209 27 山口県 219
山梨県 201 28 長崎県 200
秋田県 170 29 広島県 196
愛媛県 169 30 香川県 180
「震災」 「原発」順位
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＜特集論文 2＞

























































いて、より詳細に見ていこう。図 7 と図 8 は全国
の市町村に東京 23 区を加えた市町村区のうち、
「震災」と「原発」の「内容」から、「震災」は出
現数が 200 回以上あった 80 市町村区のうち、時
期区分との関連性が強く出ている 60 市町村区を、




　「震災」は原点（0, 0）から見て右側が 2011 年




日本大震災の翌日、2011 年 3 月 12 日に震度 6
強の揺れがあり、地域全域で大きな被害を受けた。
「栄村」はトータルの出現順位では 46 位となって




会の増えた地域もある。2013 年に NHK 朝の連



























2012 年 2 月 か ら 8 月、2013 年 2 月 か ら 8 月、
2014 年 2 月から 8 月という 3 つの期間において
「震災」で登場した東北三県市町村名の登場頻度
を示したものである。その傾向は松山秀明（2013, 











れている一方で、2012 年 3 月から 8 月と、2014
年 3 月から 8 月については取り上げられた地域
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テレビが記録した「震災」「原発」の 3年







































（3 年間で 100 回以上データに登場した 40 市町村）



















「原発」では 960 件あった。このうち 380 件前
後で重複するコーナーが存在した。これをそれぞ
れ「KHcoder」にかけ、対応分析をおこなった。
図 11 と図 12 の 2 次元散布図は、これらのメタ
データの「内容」のなかに、「震災」では出現数
が 120 回以上あった頻用語 73 語のうち、時期区
分との関連性が強く出ている 60 語を、「原発」で
は出現数が 135 回以上あった頻用語 74 語のうち、
時期区分との関連性が強く出ている 60 語を、時
期区分との関係から配置したものである。これを
みると 4 節で取り上げた全体を対象とした図 5 と
図 6 とは、出現する語句も、時期区分との配置も
様相が異なっていることがわかる。
　図 11 では原点からみて右側に 2011 年 9 月か
ら 2012 年 8 月までの 1 年間が配置され、ほぼ中
央に 2012 年 9 月から 2013 年 2 月を置きつつ、














































































該当したのはのべ 42 件あった。ここでは 2011
年 8 月 11 日に放送された『カンブリア宮殿　特
別版「祭りで “ 地域 ” を取り戻せ！」』（テレビ東


































































































































Ø 「忘却」の進行 Ø 「変わらない」汚染地域と「終わらない」原発問題





















葉がある記事数を調べると、2011 年は 416 件
（うち「震災」も含むのは 159 件）であったが、
2012 年 に は 690 件（ 同 312 件 ）、2013 年 は
775 件（375 件）、2014 年は 12 月 21 日までで
804 件（375 件）となっている。


































































（2014 年 10 月 20 日 取 得，http://www.city. 
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